空を見ていた
　
　
龍之介＃３２
　
　
　八月の陽光が燦々さんさんと降り注いでいる。それでも連絡港の中は空調が効いていて、その熱が届くことはない。まるでどこか遠い国の出来事のような、そんな外の風景。
　気がつくと、泣きそうになっていた。
「ご恩は……一生、忘れません」
　フィーナの声にも涙が混じる。ミアを見ると、俯いて、ただ黙っていた。時折、肩が震える。
「きっと……きっと、一生、忘れません……から」
　顔を上げて、その一言を言うのが精一杯だった。後は声にならない嗚咽とすすり泣き。
　見ていてつらい。今すぐ手を伸ばして、抱きしめて、「行くな」と叫びたい。どこかに連れ去ってしまいたい。
　でも、それは出来ない。一昨日、無事にレセプションを終え、帰宅したフィーナのミアに向けた顔。安心と、信頼。そして、フィーナに仕えるミアの姿。喜びとやり甲斐を背負って、人生の全てを捧げんとする姿勢。
　それを奪うことは……出来ない。ミアとの短い蜜月は、昨夜、最後の逢瀬で終わったのだ。
「そろそろ、お時間です」
　カレンさんが告げるのを合図に、深い一礼ののちに背を向けるフィーナ。真っ直ぐ、往還船に向かって歩いていく。永く、深い礼をして、その後を追うミア。ふたりの姿が一刻一刻、小さくなっていく。
「ミアーーーーーーっ！」
　思わず、叫んでいた。
「達哉さーーーーーーんっ！」
　帰ってくるのは、精一杯張り上げたであろう声のみ。姿は、もう見えない。
　
　そして訪れる打ち上げの時。港内をかすかに揺らしながら、ミアが去っていく。上着を脱いで、涙でかすんだ蒼穹そうきゅうに向かって大きく、大きく振る。あっという間に消えていった光点が見えなくなっても、いつまでも降り続けた。
　疲れた腕を下ろしても、光点の彼方を、その先にあるだろう月を、何十分も、ずっと見上げていた。
　
　
　
　見上げた先には、小さな雲が二つ。ゆっくりと風に流されている。
　連絡港の窓ガラスに映るのは、齢を重ねた自分の顔。あの日からもう二十年経つのだと、改めて思い知らされる。
　港内の様子を眺めると、カジュアルな装いながらも、そこここに見える高級品の靴や時計、上品な宝飾類をまとう人々。自分の服装を見て、少し分不相応かなとも思うが、それほど恥ずかしい格好でもなし、気にしないことにした。
　あの日と同じ夏の陽射し。それを受けて輝く観葉植物が光を少し和らげている。
　そしてまた、空を見上げる。真昼の晴天。月は見えない。それでもじっと目をこらせば、月や、そこに住む人の姿が見えるような、そんな気がした。
　
　
　あの日、もう会えないだろう想い人を見送り、ただそこに立ち尽くすしかなかった自分。麻衣と姉さんに促され、半ば引きずられるように家に帰った。
　それから暫くの間、真夏の日光が差し込む部屋の中で冷房をつける気にもならず、ただベッドに寝転んで蝉時雨を聞いていた。そんな記憶しかない。
　学校が始まっても上の空。心配そうな顔を見せる菜月には申し訳なかったが、無理に笑うような元気はなかった。一応は受験生なので最低限の勉強はこなしたが、授業中は、よく窓の外を見ていた。空が高くなり、段々と風が涼しさを増していく中、ミアと愛し合った夏が遠ざかっていく。ただ時の流れを恨むしかない自分が悲しかった。
　そんな日々の中、或る日届いた封筒。ミアからだった。
　
　
　
　徐々に周囲のざわつきが増してくる。時計を見ると、出発まであと三十分ちょっとだった。
　周囲には、これから搭乗するであろう人ばかりで、見送りに来ている人はいない。それもそのはずで、入港の際には入念なボディーチェックと荷物検査をを受けさせられ、保安上の観点から搭乗者以外の人間は入れないことになっていた。
　俺自身、今回のことで色々と手配をしてくれた姉さんから見送りを受けたのは連絡港の前だった。
　あと十分ほどで搭乗が始まる。静かに早まっていく鼓動を感じながら、その時が来るのをじっと待った。
　
　
「申し訳ありませんが、規則のため封を開けて中を確認しています」
　律儀に頭を下げ、封筒を渡すカレンさん。言葉通り、口の開いた白いオーソドックスな封筒。久しぶりに見るミアの小さな可愛らしい字を見るだけで愛しさが込み上げてくる。
「それでは、私はこれで」
　一礼して背を向けるカレンさん。「お茶の一杯でも」と引き留める姉さんの横をすり抜けて階段を駆け上がる。礼を失した行為だとは分かっていたが、一刻も早く中を見たい気持ちの方が強かった。
　部屋に入って灯りを点ける。蛍光灯の瞬またたきが収まらない内に椅子を引っ張り、封筒の中身を取り出す。二つ折りにされた横書きの便箋。手が少し震えているのが分かった。
『達哉さん、お元気ですか』
　ミアからの手紙はその一文で始まっていた。一つ深呼吸をしてから読み始める。
　
　
　達哉さん、お元気ですか。
　こちらは姫様ともども元気に暮らしています。
　チコは元気ですか？　達哉さんの手を焼かせたりしていませんか？　色々と心配してしまいます。
　
　姫様のお計らいで手紙を出してもいいということになり、こうして書いているのですが、何を書いていいのか、何から書いていいのか、上手くまとまりません。正直、ペンを持つ手も少し震えてしまっているのですが、頑張って書いてみようと思います。
　
　月に戻って今日まで約二ヶ月、会えないことで余計に達哉さんへの想いは募るばかりです。今すぐにでも地球に行って達哉さんに会いたい、しばらくの間はそんなことばかり考えていました。でも、それは叶わない望みで、今はその気持ちにどう折り合いをつけるか、そう考えられるようになってきました。
　
　そうして色々悩んで出した結論なのですが、この手紙を最後に、連絡を取らない方がいいんじゃないかと思います。決して、達哉さんのことを嫌いになったんじゃありません。むしろ、胸を強く締め付ける想いは、前よりも強いくらいです、でも、私は達哉さんの人生を縛りたくありません。
　達哉さんは優しいですから、手紙を送っている間は、きっと私のことを想ってくれます。もう、会えないのに。私も、きっと何十年も達哉さんを想って手紙を出してしまいます。そうやって、達哉さんの貴重な人生を無駄にして欲しくありません。達哉さんの前に素敵な女性が現れても、私のためにそれをふいにしてしまうに違いありません。私にとってそれは嬉しいことでも、達哉さんの人生にとって、きっと良くないことです。
　色褪せていくしかない思い出の中に閉じこめて、目の前の幸せを取り逃すことのないように、やっぱり、この手紙で最後にしようと思います。
　
　今まで、たくさんの素敵な想い出、ありがとうございました。
　どうかお元気で。そして、幸せになってください。
　
　さようなら。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミア
　
　
　読み終わるな否や、俺は部屋を飛び出していた。『目の前の幸せ』なんていらない。たとえもう会えなくても、ミアをずっと、ずっと想い続けていたい。今すぐ大使館に駆け込んで、ミアにそれを伝えるんだ。
　階段を駆け下り、靴に足を突っ込んでドアノブに手をかける。夜の闇に飛び込もうとした瞬間、腕を誰かに掴まれた。
　振り向くと、咎めるような厳しい目をした姉さん。
「達哉くん、どこに行く気？」
「決まってるだろっ！　月大使館に行ってミアと話を！」
　腕をほどこうと思いっきり力を入れたが、姉さんは両手でそれを押さえにかかる。
「行ってどうするの！　ただの一般人が頼んだってそう簡単に連絡なんて取れないのよ！」
「土下座でも何でもして、許可が出るまで何年でもそこに居てやるさ！」
　視界の端に、何事かとリビングから飛び出してきた麻衣が映る。
「麻衣ちゃん！　お願い、達哉くんを止めて！」
　慌ててドアと俺の間に割り入ってくる麻衣。
「どけ！　頼むから行かせてくれ！」
　麻衣の華奢な肩を掴み、力を込める。
「……ばかぁっ！」
　パシィンッ！
　麻衣に思いっきり頬を張られた。
「お兄ちゃん……冷静になって」
　麻衣の湿った声に、頭に上った激情がゆっくりと胸に落ちていく。
「……ごめん」
　恥ずかしくなって下を向く。靴のかかとを踏みつぶしていたことに、たった今気付いた。
　ドアノブから手を離し、掴まれていた腕の力も抜く。
「ふぅ……ね、出来たら……ミアちゃんからの手紙、見せてもらえる？」
　俯いたまま、ポケットに入れていた手紙を姉さんに差し出す。
「ちょっと、話しましょ」
　
　
「私、眠いからもう寝ちゃうね。……それと、ごめんなさい、お兄ちゃん。ほっぺ、痛くない？」
　俺と姉さんの分のコーヒーを準備して、リビングを出て行こうとする麻衣。
「ああ、大丈夫。俺の方こそ熱くなっててごめん。止めてくれて、ありがとな」
「ううん。じゃ、お休み」
「お休みなさい」
「お休み」
　階段をパタパタと上っていく音が消えると、姉さんがこちらに向き直る。
「じゃあ、あらためて……手紙、読んでいいのね？」
「うん」
　頷いてコーヒーを一口。
　それから数分間、沈黙が流れる。姉さんが読んでいる姿を見て、再び手紙の内容が思い出された。胸が締め付けられる。
「はい、ありがとう」
　時間をかけてじっくりと読んだ姉さんが手紙を返す。
「まあ、達哉くんが家飛び出そうとした気持ちも分からないではないわ」
　どんな風に諭されるのか、自分の気持ちは分かってもらえないのではないかと考えてもいたので、ちょっと驚いて顔を上げる。姉さんのまっすぐな瞳がこちらを見ていた。
「でもね、達哉くん。恋人のことを一生想い続けていたい、連絡を取り合って、ずっと関係を続けたい。そう思ってるのは達哉くんだけじゃないはずよ。ミアちゃんだって、そういう思いを殺しながら、これを書いたんだと思う」
「じゃあ、何で」
　テーブルの上に置いていた両こぶしを知らぬ間に強く握りしめていた。また、今すぐにでも席を立って飛び出したい衝動に駆られる。
「達哉くん」
　さっき玄関で聞いたのとは違う、優しくやわらかな声。
「これを書いたミアちゃんの気持ちも考えてあげて。もう会えないのに、心だけつながっているのは、とてもつらいことなのよ。
　例えば、考えてみて。もしミアちゃんが向こうで病気になって倒れたとしても、手紙でそれを知った達哉くんは看病も出来ない。声も聞けない。ただ良くなってくれって祈る……それしかないのよ。それに、耐えられる？　達哉くんはいいとしても、逆のことだってあり得るのよ。それとも、そんな状態でも元気だって嘘を付き合う、そんな関係でもいいの？」
「……………」
　頭では分かっている。いや、分かろうとしている。でも、そのもっと奥でまだ割り切れない何かがちらついていた。
「ミアちゃんは、達哉くんのこと、深く愛してるのね」
　庭の方に目を移して、姉さんが独り言のように言う。満月に近い月明かりが、その視線の先に淡い銀世界を作り出していた。
「ねえ達哉くん？　手紙にあったことの逆で、もしミアちゃんに素敵な男性が現れて、それでミアちゃんが幸せになるとしたら、どう？　反対する？」
「俺は……正直つらいし、嬉しくもないけど、でも、ミアが幸せになるんだったら、それがいいんじゃないかと思う」
　自分で口にしながら、気付かされる。
「ほら、一緒じゃない……お互い愛してるのよね。相手の幸せを願うのが、愛情ですもの」
　ちょっと赤くなって、「いいなあ」とでも言いたげに微笑む姉さん。
「ありがとう、姉さん。落ち着いたよ」
「いえいえ、どういたしまして」
　まだ吹っ切れたわけでもないし、納得しきったのでもなかったが、ほんの数十分前に比べてずいぶん心が落ち着いている。
「それじゃ、寝ましょうか……そうそう達哉くん」
　立ち上がってリビングを出ようとした姉さんが振り返る。
「あの手紙、連絡は取り合わないようにしようとは書いてあったけど、私のことを諦めて下さいなんてことはどこにも無かったわよ。その辺は、好きにしたらいいんじゃない？」
　そんな言葉を残して去っていく姉さん。
　俺は庭に出て、飽きるまで月を見ていた。やわらかくて、落ち着いた光。その光がミアの声に変わるまで、ずっと眺めていた。
　
　
　
　品のいいチャイムの後で、アナウンスが流れる。出発まであと二十分。往還船への搭乗開始時刻だ。
「なお、混雑防止のため、機体後方にご搭乗される方より先にご案内いたします。座席番号が……」
　どやどやと、人の波が動き出す。自分のチケットを見ると、どうやら前の方らしい。もうしばらく待つことになりそうだ。
（こんな日が来るなんてねえ……）
　姉さんの言葉が思い出される。恐らく、あまり使いたくない類の権限を使って手配してくれたであろうチケットを渡す時に、そう言われた。
「民間人が観光目的で普通に行き来できるなんて……」
　留学の際には、あれやこれやと小面倒な書類を書かされたと、以前聞かされた。
「技術者や学者、高官が何年か前から結構頻繁に行き来しだして、そういう動きがあることは耳に入っていたけど……早かったわね」
「フィーナのおかげなんじゃないかな？　多分」
「そうね、きっと」
　
　やがて人波が途切れる。自分が搭乗できるまであと五分程度。もう少し、もう少しと焦る自分に気付いて、まだ若いのかなと、そんなことを思った。
　
　
　秋が去り、冬が訪れると、最終的な志望校を決めなくてはいけなくなる。考えたあげく、ちょっと離れたところにある普通の大学に決めた。満弦ヶ崎大にしようかとさんざん迷ったが、月と満弦ヶ崎の町から少し離れてみようと思ってそうした。
　結局、何の目標もないままに僅か２年で中退。満弦ヶ崎大の月学部に編入することになり、卒業後は姉さんの下で博物館職員として働く日々。少し遠回りはしたが、落ち着くところに落ち着いたのではないかと思う。
　
　姉さんの「好きにしたらいいんじゃない？」という言葉に背中を押され、ずっとミアを想い続けた。勿論、姉さんの言葉が無くても気持ちは変わらなかっただろうが、報われないことに挫けそうになる時、「自分が好きで想っている。報われなくても構わない」という風に支えてくれた。
　若い頃、独り身の寂しさを紛らすように関係を持った女性も何人かいたが、その時は決まって窓の外に月が見えた。ミアがまだ想ってくれている気がして、関係が長く続くことはなかった。
　
　いつか月に行ける日が来ると、ただ待っていた日々。つらい時、挫けそうな時、何かあれば空を、その先にある月を見ていた。
　
　
　
「お待たせいたしました。機体前方にご搭乗される方、ご案内いたします」
　心臓が跳ね上がるかのように鼓動する。慌てずに、落ち着いて席を立つ。二十年、待ちに待った日が、現実になる。
　月～地球間の定期便運行開始。今日がその第一便。まだ、片道だけでもかなりの額が必要だが、収益の目処が立てばそれも下がってくるという話だ。フィーナや姉さんが長い年月をかけて築いた絆がこうして形になる。どれだけ感謝してもしきれなかった。
　
　あの日、ミアとフィーナが通った往還船への搭乗通路を、今、自分が踏みしめている。日差しは二十年前のそれと変わらない。眩しさに眼を細める。
「達哉さーーーーーーんっ！」
　ミアの声が思い出される。あの時、姿は見えなかった。一体、どんな顔で叫んだのだろう。やはり、泣いていたのだろうか。それとも、頑張って精一杯の笑顔を作っていたのだろうか。
　そんなことを考えながら、往還船に乗り込む。第一便ということもあり、色々と挨拶や注意事項が告げられているが、何一つ耳に入ってこなかった。手早くシートベルトを締め、離陸までの時間を待ち潰す。
「それでは、離陸いたします」
　その一言だけがすっと耳に入り込む。
「シートベルトを今一度、ご確認下さい」
（いよいよ……）
　もしかしたらミアもずっと待ってくれているのではないか、いや、もう結婚しているのかも知れない。そんな期待と不安のない交ぜになったものが心を締め付ける中、地球が遠くなっていくのを、船窓からずっと眺めていた。
　
　
　月側の連絡港に降り立つと、案内所らしいものを探して、「王宮に行きたい」と告げた。向こうもちゃんと準備はしていたようで、ここから主だった名所を回るバスが出るのだと教えてもらった。観光用のものではなく、路線バスの一ルートであるらしい。勿論正規の代金が発生するし、こちらのシステムに合わせる必要がある。そのことを聞くと、システムは地球のそれとほとんど同じだった。通貨は違うが、それはもう地球を発つ前に両替してあるので問題なかった。
　礼を言って外に出ると、計ったように入ってくるバス。ゆっくりステップを上って、窓際の席に腰を下ろす。十分ほどと待って連絡港から出てくる人間を飲み込むと、静かに走り出した。
　車内の路線図を確認すると、王宮前まではおよそ十五分ほどで着くらしい。
　行ったところで、どうなるのだろうか。
　ただの一民間人に過ぎない自分に、女王となったフィーナはそう簡単に会ってはくれないだろう。
　また、いきなりミアに会わせてくれと言ってもそう上手くいくはずもない。
　そもそも、ミアは今もフィーナに仕えて王宮にいるのだろうか。
　様々な考えが頭をよぎる。とても外の景色を楽しむ余裕はなかった。
　
　そうこうしている内にバスは王宮前にたどり着き、数人の観光客を吐き出して去っていく。停留所の名前は『王宮前』になっているが、実際には『敷地前』が正しいのではないかと、そんな気がする。こうして、道を挟んで門扉とその先にある王宮を見ると、その敷地の広大さがよく分かる。
　勢いでここまで来てしまったが、いきなり正門の前に立つ衛兵に用件を伝えるべきかどうか迷う。どこか適当な喫茶店かレストランで考えを練ろうかと、路地の方に歩きだした。
　その時、
　
　
　不意に、声が聞こえた。
「メイド長って、結婚なされてないんですよね？　どうしてです？　いい話も多かったって聞いたんですけど」
「それはね……」
　足が固まって動けない。今すぐ声の聞こえた方向に走って、もっと近くでその声を、その姿を、そう心が欲するのに、身体がいうことを聞かない。
　話し声が、今さっき歩いていこうとした路地からこちらに歩いてくる。手を伸ばそうとしても、動くのは指先だけ。もどかしさばかりが募っていく中で、声が近づいてくる。二十年の月日が身体に重くのしかかってくる。
　その重しが外れたのは、あの夏の日々と同じように、両手に荷物を持ったミアが路地から何気なく姿を見せた、その瞬間だった。
　
　永い、永い年月を、十数歩で駆け抜ける。驚いて足を止めたミアに倒れかかるように抱きつくと、瞬間、涙が零れた。
「た、達哉さん！……」
「会いたかった。ずっと、ずっと……会いた……か……」
　言葉にならない思いを、きつく抱き締めることで伝える。買い物袋が石畳に落ちる音がした。
「私も、ずっと……ずっと……」
　ミアも抱き返してくる。
「ずっと……待ってて……？」
　ミアの、自分と同じ月日を重ねた顔を見つめる。
「一生忘れないって……そう言ったじゃないですか」
 　涙で潤んだ瞳の色だけは、あの日のままだった。
　
平成二十二年十月十日(改訂版)
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